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大学生協とは？

『大学生協』とはどんな協同組合？

大学生協

大学生活協同組合



大学生協とは？

『大学生協』とはどんな協同組合？

大学生活 協同組合
共通のニーズや願い
を持つ人たち同士が
自発的に集まって事
業を通してそれを実
現する組織

大学という社会の中で、
学び研究する人・学生
の皆さんの生活



皆さんのいる北大にも大学生協

『大学生協』の事業

北大生協
（北海道大学生活協同組合）

大学生活を…北大生の生活を
事業(モノ/コト)を通じてサポートする組織

北大生協の
組合員は

約25,000人です



協同の力で大学生活の日常を支援するモノ

『大学生協』の事業

学内での 物販・食堂

食堂
北大生協には8つの食堂



協同の力で大学生活の日常を支援するモノ

『大学生協』の事業

購買・書籍

学内での 物販・食堂

2つの書籍
12の購買



協同の力で大学生活の日常を支援するコト

『大学生協』の事業

モノだけではなく…

お部屋紹介
・お部屋紹介
・学生マンション管理
・自己物件紹介

公務員講座



組合員数 理事 監事 総代

学生 11,757 学生 11 学生 1 学生 150

院生 7,490 院生 4 院生 1 院生 16

教職員 4,623 教職員 9 教職員 2 教職員 39

その他 2,068 その他 1 その他 10

合計 25,938 合計 25 合計 4 合計 215

北大生協の運営にはたくさんの学生が関わっています。

2025年度



「共同研究型インターンシップ」取り組み

共通のニーズを持つ人た
ちが集まり、解決していく
大学生協らしい取り組み
だと感じ、昨年度も参加
いたしました。

共同研究インターンシップ合同発表会の様子



昨年度の「共同研究型インターンシップ」取り組み

データで混雑を見える化する
― 食堂DXへの挑戦 ―

◆実現したいこと
昼ピーク時の混雑緩和
＋1品対策

◆提案いただいたこと
混雑を「予測し、可視化
し、伝える。」仕組み

混雑していない時間帯へ
の利用誘導と訴求ポス
ター

導線改善案



今年度、実現したい事。

昼ピーク時の混雑緩和のさらなる追求。
→混雑予測状況、利用誘導の組合員への周知徹底
→ピーク時導線の改善
→ピーク時間帯レジ通過人数の平準化（ピーク分散）
→レジ通過後の席をうまく探す方法、効果的な、食堂ホール誘導

丼のみ、麵のみの学生にプラス1品で野菜やデザートを手に取り、
バランスの良い組み合わせで食事をして欲しい



昼ピークの利用分散が出来るような施策を、昨年度の
分析を踏襲し、さらなる改善提案をして欲しい。

どのような商品、売り方ならばプラス1品で野菜やデザー
トを手に取りたいと思うか学生さん目線で提案して欲し
い

今年度、実現したい事。



グループワークの場所が必要であれば、打ち合わせをす
る場所を提供できるので相談して欲しい。

職員への聞き取り、昼ピーク時の作業見学も行うことが
出来ます。（ホール内だけではなく、厨房作業の見学も
可能です。）

毎月1回、食堂部職員で定例ミーティングを実施してい
るので、機会があれば、是非参加してもらいたい。

参加する学生へ



1日平均持ち点数、客数などの基本データ
購入商品リスト（1名ずつ、何を購入したか詳細にわか
ります。）

時間帯別客数動向
導線分析のための動画撮影
など

こんなデータ使えます。



時間帯別客数動向（15分単位迄取得可能）
資料



時間帯別客数動向（15分単位迄取得可能）
資料



メニュー単品の利用動向
資料



メニュー単品の利用動向①分類ごとの実績
資料



メニュー単品の利用動向
資料



メニュー単品の利用動向②最終利用時刻
資料



メニュー単品の利用動向②最終利用時刻
資料



ミールプラン利用者について、個別の利用動向
資料
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